
横浜トリエンナーレ2008

■お問い合わせ先：〒231-0003　中区北仲通4-40　商工中金横浜ビル5階（財団法人横浜市芸術文化振興財団内）
                                     　横浜トリエンナーレ2008　市民応援隊担当
　　　　　　　　　　　　　　　　  　TEL：045-221-0213　　FAX：  045-221-0267（6/11～6/17）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　045-212-5661（6/18～）
                                       Eメール：yokotori.shimin@yaf.or.jp　 URL：http://www.yokohamatriennale.jp/

　　　　　　　　　　　　　　 横浜市開港１５０周年・創造都市事業本部創造都市推進課　ＴＥＬ：045-671-3503

3年に一度の国際美術展「横浜トリエンナーレ2008」がいよいよ始動します。
「横浜トリエンナーレ2008」本展を盛り上げるさまざまな企画、会議、
イベントを一緒に作っていきたい！いこう！という意欲のある方、
現代アートに興味のある方、ボランティアに興味のある方、参加をお待ちしています。
まずは、下記プレ・ミーティングへご参加ください。

まずはプレ･ミーティングへ！

日時：2007年7月14日（土）　14:00～17:00(予定）

会場：ZAIM（ザイム）　401号室
　　　　 〒231-0021　横浜市中区日本大通34  http://za-im.jp/    
　　　　　みなとみらい線日本大通駅徒歩3分（中区役所となり）

市民応援隊（仮称）の活動は、市民応援会議（仮称）の開催、広報、
プレイベントの企画立案など様々な事が考えられます。
「どんなことをやりたいか」「何ができるか」を皆で話し合っていきます。
なんとなく興味はあるけれど・・・という程度でもOKです！
多数のご参加をお待ちしています。参加申込は裏面のフォームにて。

名称：横浜トリエンナーレ2008
　　　 Yokohama Triennale 2008
　　　会期：2008 年9月13日（土）～11月30日（日）　　　　
　　　　　（79日間）
会場：横浜市都心臨海部　3会場
　　　 ・新港ふ頭仮設施設（仮称）
　　　 ・日本郵船海岸倉庫（BankART Studio NYK)
          ・横浜赤レンガ倉庫1号館
主催：国際交流基金、横浜市、NHK、朝日新聞社、

　　　横浜トリエンナーレ組織委員会、ほか             

 内容
   「ときの裂け目」を意味する全体テーマ  「タイム・クレヴ
　　 ァス」のもと、世界各地より70～80人程度の作家を選定     
　 し、最先端の現代美術（映像、インスタレーション、　 
　 写真、絵画、彫刻等）を一堂に提示する。開催場所の       
　 空間や個性を生かした作品を中心に展観するほか、日本
　 の新しいアートの潮流の紹介にも努め、海外への発信を          
　 試みる。会期中はシンポジウムやワークショップ、ギャ
　 ラリートークなどの交流イベントを実施し「芸術の祭          
　 典」としての盛り上げをはかる。

「横浜トリエンナーレ2008」

総合ディレクター：水沢勉  （神奈川県立近代美術館企画課長）

全体テーマ：「TIME　CREVASSE（タイム・クレヴァス）」


